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ドコモ ドライブネットインフォの開発  

スマートフォンに話しかけるだけで，クラウド上で生成
された渋滞情報や周辺情報など，運転中に便利な情報を教
えてくれる新たなカーライフ支援アプリ「ドコモ ドライ
ブネットインフォ™＊1」を開発した．本稿では，本アプ
リ，および本アプリが備える音声対話機能，ITSクラウド
システムの概要について解説する． 

 

 

1. まえがき 
株式会社NTTドコモ（以下，ド

コモ）とパイオニア株式会社（以下，

パイオニア）は，スマートフォンに

話しかけるだけで，クラウド上で生

成された渋滞情報や周辺情報など，

運転中に便利な情報を教えてくれる

新たなカーライフ支援アプリ「ドコ

モ ドライブネットインフォ」を共

同開発し，本アプリを用いたクラウ

ドサービスを2013年12月18日より

ドコモのサービスとして提供開始し

た（GooglePlay™ ＊2，またはdメニ

ューよりアプリをダウンロードして

利用可能）． 

上記のクラウドサービスは，パイ

オニアの次世代自動車向けクラウド

基盤「モバイルテレマティクスセン

ター」を活用し，リアルタイムに変

化している渋滞情報や，運転中に便

利な情報をスマートフォンに対し提

供するドコモのITS（ Intelligent 

Transport System）＊3クラウドサー

ビスである（図1）．「しゃべってコ

ンシェル」の音声意図解釈技術と音

声合成技術を組み合わせることで，

スマートフォンに話しかけるだけで，

渋滞情報や周辺情報，スケジュール，

最新ニュースの確認，電話の発信，

SMS＊4の送受信や音楽の再生など

を利用することができる． 

本稿では，ドコモ ドライブネッ

トインフォアプリ，および本アプリ

が備える音声対話機能，ITSクラウ

ドシステムの概要について解説する． 

2. ドコモ ドライブネッ
トインフォアプリ 

ドコモ ドライブネットインフォ

を用いたクラウドサービスは，車内

で利用する事を前提としている． 

そのため，本アプリは音声による

操作をメイン導線とし，UIはシン

プルに作られている．また，より快

適に音声操作を行うため，アプリは

スマートフォンホルダ01＊5と連携を

しており，ホルダ01上のNFC（Near 

Field Communication）＊6によるアプ

リの自動起動機能と付属品のステア

リングスイッチにより，画面に触ら

ずに音声入力UIを呼び出す事が可

能になっている． 

アプリは音声操作により3つの情

報にアクセスする事ができる． 

①端末ローカル情報 

②ネットワーク上の静的情報（電

話帳・施設情報など） 

③ネットワーク上の動的情報（リ

アルタイム交通情報） 

⑴端末ローカル情報 

端末のローカル情報を利用する事

で，Playlistによる音楽再生や，

SMS読上げ機能を実現している． 
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＊3 ITS：通信技術を用いて，車両管理や道路
交通などを快適にする交通システム全体の
総称． 

 
 

 
 
 
 
 
 

＊1 ドコモ ドライブネットインフォ™：㈱
NTTドコモの商標または登録商標． 

＊2 GooglePlay™：GoogleのAndroid端末向け
アプリケーション・映画・音楽・書籍の配
信サービス．Google Play ™ は，米国
Google, Inc.の商標または登録商標． 
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14：00～15：00
ドライブネット会議
16：30～17：30
打ち合わせ

スケジュールをお伝えします．
14時，ドライブネット会議・・・

 
図2 ドコモ ドライブネットインフォによる音声通知例 

渋滞情報

SMS

電話

音楽

おすすめ情報

スマートフォン

音声認識／意図解釈／音声合成

渋滞情報連携 SMS連携 連絡先連携 音楽連携 コンテンツ連携

次世代自動車向け
クラウド基盤

交通ビッグ
データ

音声技術と次世代自動車向けクラウド基盤を組み合わせ，カーライフサポートサービスを実現

 
図１ サービスイメージ 

⑵ネットワーク上の静的情報 

ネットワーク上の静的情報を利用

することで，電話帳機能により電話

をかける／SMSメールを送る／電

話・SMSメール着信者の判別など

を行っている．また，朝の通勤をイ

メージしたカーライフサポート情報

として， 

・ガソリン価格情報 

・スケジュール 

・天気予報 

・時事ニュース 

・占い 

・グルメ 

・道路状況 

を朝のニュース番組形式で，本アプ

リのキャラクターが読み上げてくれ

る（図2）．その他，施設などを周辺

検索やフリーワード検索する事が可

能であり，また検索結果から目的地

を設定し，目的地までの到着時間案

内を行う事も，ドコモ ドライブネ

ットナビ™ ＊7と連携してルート案内

を開始することも可能である．なお，

検索には，音声対話機能を使い，会

話形式で目的地を探す事もできる

（図3）． 

⑶ネットワーク上の動的情報 

ネットワーク上の動的情報として，

渋滞情報がある．パイオニア製カー

ナビおよびドコモ ドライブネット

インフォ，ドコモ ドライブネット

ナビ（iOS版）などにより収集され

た位置情報をクラウド上で解析しモ

より提供しているカーナビゲーション用ア
プリ．ドコモ ドライブネットナビ™は，
㈱NTTドコモの商標または登録商標． 

＊4 SMS：主に移動端末どうしでテキストベ
ースの短い文章を送受信するサービス．移
動端末の制御用信号を送受信することにも
用いられる． 

＊5 スマートフォンホルダ01：車の中でスマー
トフォンを固定する為のホルダ．NFC対

応．スマホ電源供給用ケーブルおよび，音
声認識用ハンドル取付けリモコン付． 

＊6 NFC：FeliCa®のような非接触通信技術と
その標準化を表す．FeliCa®は，ソニー㈱
の登録商標． 

＊7 ドコモ ドライブネットナビ™：2011年4月
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お腹空いた
何が食べたいですか？

音声データ

コマンド

文字列
データ

音声認識
サーバ

意図解釈
サーバ

文字列
データ

図3 対話型目的地検索 

 
図5 サーバからの渋滞確認 

渋滞してる？

してないよ。

渋滞してる？

 
図4 交通状況確認 

バイルテレマティクスセンターから

渋滞情報として配信される．カーナ

ビ用にカスタマイズされている地図

画面上で渋滞情報の確認も可能であ

る． 

よりリアルタイムな情報を必要と

する場合には，交通情報の問合せ機

能がある．自分の走行している道路

の先で渋滞が発生しているかを，前

を走っているユーザ群に確認する事

ができる（図4）．ユーザから確認の

リクエストを受けたサーバが，同じ

幹線上で前方を走っている車に対し

てアンケートを行い，前を走ってい

るユーザは，アンケートに対して「は

い／いいえ」と簡易に答える事がで

きる．この前を走るユーザからの情

報は統計情報としてサーバで処理さ

れ，ユーザ投稿として渋滞情報と一

緒に配信される．また，ユーザから

の問合せだけでなく，サーバに送信

された情報（走行速度など）から新

しい渋滞が発生している可能性をサ

ーバ側で判断を行い，可能性が高け

れば，該当地域にいるユーザに対し

て，渋滞が発生しているかサーバ発

信のアンケートも行われる（図5）． 

これらを行うためには，自車の位

置情報のリアルタイム性が重要にな

る．そのため，位置情報の送信に関

しては定常的に情報をサーバに渡す

だけではなく，走行状態に合わせて

動的に位置情報の送信を行う事でよ

り正確な情報をサーバへ渡す仕組み

をとりいれている． 

3. 音声対話機能 
ドコモ ドライブネットインフォ
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ユーザ 音声対話機能

「電話したい」

「どちらに電話しますか」

「藤本さん」

「複数の宛先が見つかりました．
どなたに電話しますか．」

「藤本太郎さん」

「藤本太郎さんに電話しますか」

「電話して」

発信コマンド

 
図6 電話発信処理の流れ（例） 

は，音声対話機能を備え，表1に示

すようなさまざまな処理を，ユーザ

とアプリとの音声対話によって実現

可能である．例えば，電話発信処理

は，図6に示すような流れで実行さ

れる．音声対話機能のシステム構成

を図7に示す．音声対話機能を実現

するサーバのうち，今回ドコモが新

たに開発したのは意図解釈サーバ，

ITSクラウドシステムである．音声

対話機能は以下のフローで実現され

る． 

①ユーザ発話の音声認識 

②ユーザ発話の意図解釈 

②’対話による情報取得 

③アプリへの応答の取得，コマン

ド生成 

④応答提示，コマンド実行 

ユーザ発話の音声認識は，アプリ

上からドコモの音声認識UIアプリ＊8

を介し，音声認識サーバによって行

われる（図7①）．サーバによって

認識された音声は文字データに変換

され，再びアプリを介し意図解釈サ

ーバに送信される． 

意図解釈サーバでは，ユーザの発

話がどのような処理を意図してなさ

れたものであるかを判別する（図7

②）．これは，入力された文章を分

類する文書分類問題に帰着される．

具体的には，図8で示すとおり，各

処理に対応した大量の発話例を基に

生成した学習モデルを利用し，入力

された文章がどの処理を呼び出すこ

とを意図されたものであるか，高速

に判別する[1]． 

ここで，判別された処理を実行す

表1 音声対話で実現可能な処理 

種 別 内 容 処 理 

地図系処理 
地名や施設の検索する 目的地検索 

飲食店を検索する グルメ検索 

電話帳系処理 
電話を発信する 通話 

SMSを送信する SMS送信 

雑談系処理 雑談応答を返す 雑談 

操作系処理 
地図を拡大／縮小する 地図拡大／縮小 

ニュースを再生する ニュース再生 

＊8 UIアプリ：ユーザ向けのインタフェースを
提供する移動機上で動作するアプリケーシ
ョン．具体的には，Android端末における
Javaアプリを指す．OracleとJavaは，Oracle
Corporationおよびその子会社，関連会社の
米国およびその他の国における登録商標．
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意図解釈
サーバ

雑談応答
サーバ

パイオニアデータセンター

端末内アプリ

音声認識
サーバ

地図 グルメ 電話帳

ITSクラウドシステム

・・・

①ユーザ発話の音声認識

②意図解釈

③-3応答取得

③-2応答取得③-1応答取得

④応答の提示
コマンド実行

②’対話による
情報の取得

③-4コマンド生成
 

図7 音声対話機能のシステム構成 

地図拡大の発話例
•傘を買いたい
•カレンダーがほしい
•Tシャツのリストを見せて
・・・・・・

通話の発話例
•カレーが食べたい
•渋谷で忘年会したい
•禁煙席のあるファミレス
・・・・・・

目的地検索の発話例
•横浜駅まで行きたい
•東京スカイツリーに行って
•山王パークタワーまでナビして
・・・・・・

発話内容：
Ex. 横浜周辺の駐車場探して

各処理の発話例を収集

処理判別

目的地検索

通話

地図拡大

・・・・・

学習モデル
生成

 
図8 処理判別の概要 

るための情報が不十分である場合が

考えられる．例えば，通話処理の実

行には通話の宛先が必須であるため，

ユーザの発話に宛先が含まれていな

かった場合には，当該処理を実行す

ることができない．また，ドコモ 

ドライブネットインフォは自動車内

での操作を想定しているため，スマ

ートフォンの画面上にアドレス帳を

表示するなど，ユーザの視線や手に

よる操作を前提とする対応も困難で

ある． 

そこで，ドコモ ドライブネット

インフォの音声対話機能は，ユーザ

との音声対話によって，処理に必要

となる情報を補完する（図7②’）．

例えば，図6で示した例では，宛先

を補完する．音声対話機能では，ユ
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ITSクラウドシステム

モバイル
テレマティクスセンター

音声対話機能システム

Googleコンタクト

ドコモ電話帳

OpenID認証
電話帳データ取得

プローブ情報

電話帳
検索

お知らせページ

音声によるメール送信要求

情報配信

 
図9 ITSクラウドシステムの概要 

ーザの発話から処理ごとに必ず必要

となる情報を抽出できなかった場合

には，ユーザに問い返し，得られた

回答から必要な情報を補完する機能

を備える． 

意図解釈による判別処理は，表1

に示すように主に4種類に分類され

る．分類結果が，目的地検索やグル

メ検索といった地図系処理であった

場合には，パイオニアデータセンタ

ーから位置情報など処理に必要とな

る応答を取得する（図7③-1）．ま

た，通話やSMS送信などの電話帳系

処理であった場合には，ITSクラウ

ドシステムの電話帳サーバより，宛

先情報などの応答を取得する（図7

③-2）．さらに，雑談系処理であっ

た場合には，雑談応答サーバより，

雑談応答を取得する（図7③-3）[2]．

最後に，地図拡大などの操作系処理

であった場合には，単にアプリケー

ション上で実行すべきコマンドを生

成する（図7③-4）． 

以上，取得された応答やコマンド

は，意図解釈サーバを介してアプリ

ケーションに送信され，それぞれの

処理が実行される（図7④）． 

4. ITSクラウドシステム 
ITSクラウドシステムの概要を

図9に示す． 

ドコモ ドライブネットインフォ

において，ITSクラウドシステムは

以下の機能をもつ． 

⑴プローブ情報管理機能 

プローブ情報管理とは，位置情報

を含むセンシティブなビッグデータ

を扱うためのセキュアな情報管理機

能である． 

スマートフォンのアプリが送信す

るプローブ情報については，個人情

報に該当する．そのため，ビッグデ

ータとして活用するためには，暗号

化したうえで個人を特定しない情報

として保存することが欠かせない．

暗号化の処理には，ある程度のリソ

ースが必要である．その一方，リア

ルタイムで膨大な情報を処理するた

め高速なレスポンスも求められる．

ITSクラウドシステムでは，その相

反する要件に対応している．具体的

には，アプリから受信したデータの

デバイスIDをハッシュ化＊9し，リ

アルタイムインメモリDB＊10を使用

することによりセキュアかつ高速な

処理を実現し，さらにインメモリ

DBからDBへ保存する際に全データ

を暗号化している． 

さらに，将来的なトラフィック増

加に対しても，スケールアウト＊11

により対応可能な設計となっている． 

⑵電話帳管理機能 

電話帳管理機能とは，音声対話機

対して高速な応答を可能にしたDB．
＊11 スケールアウト：サービス要求の増加など

により，網内の処理量が不足した際に，新
たなリソースを追加して割り付け，処理量
の増強を行う． 

 
 
 
 
 
 

＊9 ハッシュ化：ハッシュ関数により元データ
からハッシュ値を計算すること．なお，ハ
ッシュ値から元のデータを算出することは
非常に困難である． 

＊10 インメモリDB：データをメモリ上に展開
保持して処理することで，DBアクセスに
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能により，電話帳に登録している相

手に対して通話やメール送信をする

ためのデータ管理機能である． 

電話帳の相手と通話，メールする

ためには，ITSクラウドシステムに

電話帳を保持しておき，意図解釈サ

ーバと連携し検索処理し，対話形式

で通話相手やメールの宛先を決定す

る．電話帳の件数や検索するキーワ

ードにもよるが，検索処理には負荷

がかかるため検索処理はITSクラウ

ドシステムで実施する必要がある．

そのため，ユーザは電話帳をネット

ワーク上のサーバと同期してもらう

こととなる． 

現在，ドコモの「ドコモ電話帳＊12」

と，Googleの「Googleコンタクト＊13」

が利用可能である．電話帳を利用す

るためのID認証（OpenID認証）を

ITSクラウドシステムが実施し，電

話帳データをセキュアにDBへ保持

する． 

⑶情報配信機能 

情報配信機能とは，アプリに情報

を配信する機能である．デバイス，

エリア，特定道路などを配信対象と

して選択可能である． 

例えば，渋滞情報の問合せの際，

ユーザは自分の進行方向の前方車両

に渋滞しているかを問い合わせる．

これに対しモバイルテレマティクス

センター，ITSクラウドシステムが

連携し，位置情報，道路ID，進行

方向から問合せ配信対象車両を検索

し，ITSクラウドシステムからアプ

リに対して問合せ情報を配信する． 

⑷お知らせページ 

ドコモ ドライブネットインフォ

では，アプリ起動時に表示される

「お知らせ」のコンテンツをクラウ

ド基盤に保持しており，Webサーバ

機能によりアプリへ提供する． 

5. あとがき 
本稿では，音声意図解釈技術と音

声合成技術を組み合わせることで，

スマートフォンに話しかけるだけで，

渋滞情報や周辺情報，スケジュール，

最新ニュースの確認，電話の発信，

SMSの送受信や音楽の再生などを

利用することができる「ドコモ ド

ライブネットインフォ」の仕組みに

ついて解説した．今後は，プローブ

情報などのビックデータを活用し，

さらなるユーザーエクスペリエンス

向上をめざしたい． 
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＊12 ドコモ電話帳：㈱NTTドコモの電話帳アプ
リ．クラウド上に存在するサーバにバック
アップし，マルチデバイスで利用すること
ができる． 

＊13 Googleコンタクト：Googleのアカウント
で管理される連絡帳．データはサーバに保

存されており，Googleアカウントでマルチ
デバイスとして利用可能． 
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